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                             2020年 6月 18日 

国土交通大臣 赤羽一嘉 様 

立野ダムによらない自然と生活を守る会       代表 中島康 

          ダムによらない治水・利水を考える県議の会     代表 西 聖一  

          立野ダムによらない白川の治水を考える熊本市議の会 代表 田上辰也 

          白川の安全と立野ダムを考える白川流域住民連絡会 共同代表 松本 久 他 4名 

              代表連絡先 熊本市西区島崎 4丁目 5-13 中島康 電話 090-2505-3880  

 

 

384件の意見のうち立野ダム推進意見は 4件（1％） 

立野ダム建設中止を求める申し入れ書 
 

6 月 6 日の報道によると、立野ダムの事業費が 243 億円も増額されたとのことです。これまで国土交

通省は、立野ダムの事業費を増額することはないと繰り返してきましたが、増額に関する住民への説明は

一切ありません。立野ダムの総事業費は 1160 億円にもなり、熊本県はその 3 割（348 億円）を負担する

ことになります。 

2012 年の立野ダム事業検証の報告書を見ると、例えば河道の掘削や輪中堤などの治水対策案よりも、

立野ダムを含む河川整備計画の方が 100 億円安いということで、国土交通省は立野ダム案を採用してい

ます。ところが今回、それを 2 倍以上上回る増額となっています。ダム以外の治水対策の方が、事業費の

面でも有利だったのではなかったのでしょうか。 

白川の河川整備計画は昨年変更され、新たに河道を掘削して河道の流下能力を高める対策が追加され

ています。事業検証と現行の河川整備計画、そして今回の立野ダム事業費の増額について、国土交通省は

説明責任を果たすべきです。 

昨年 10 月 16 日の新聞各紙に「白川水系河川整備計画（変更原案）を公表しました。皆様のご意見を

お聞かせください」という、国交省の小さな新聞広告が掲載されました。河川整備計画が流域住民の生命

財産に関する非常に重要な計画であるにもかかわらず、小さな新聞広告だけでは大半の住民は知ること

すらできません。また、200 ページ近い資料は、役所のロビーで閲覧するか、ホームページで検索するし

かありませんでした。 

河川整備計画の中には、建設中の立野ダムも含まれています。変更原案の説明会では、住民から立野ダ

ムの必要性や危険性について多くの質問が出されました。ところが国交省の担当者は「立野ダムに関する

変更はないので説明しません」「担当者が来ていないので答えられません」「ご理解ください」を繰り返す

のみでした。国土交通省が立野ダム建設に自信があるのならば、住民の疑問に堂々と答えるべきです。 

住民にほとんど周知されぬまま、流域 7 か所で開かれた説明会は昨年 11 月 7 日に終了し、意見募集も

11 月 19 日に終了しました。その後、国土交通省熊本河川国道事務所ホームページに掲載された住民か

らの意見を分析すると、意見の大半が立野ダム建設への疑問や、国交省が進める河川整備のやり方への疑

問に関する意見で、住民からの意見（384 件）のうち立野ダム建設を求める意見は 4 件（約 1％）しかあ
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りませんでした。このことからも、立野ダムに関する民意は明らかです。 

立野ダムは、放流孔（幅５m のダム下部の穴）が洪水時に流木等でふさがり、洪水調節ができなくな

り、熊本市など下流にとって災害を防ぐどころか、むしろ危険です。2016 年 4 月の熊本地震では、立野

ダム本体予定地及び水没予定地の大半が大規模な土砂崩壊を起こし、周辺では多くの活断層も確認され

ています。熊本地震の時に立野ダムができていたら、幅 5ｍしかない立野ダムの穴は流木や土砂、岩石な

どでふさがり、ダムは埋まり、流域を災害から守るどころか、災害をひき起していたはずです。このよう

な地盤がぜい弱な火山地帯にダムを造って豪雨時に水がたまれば、更なる土砂崩壊が起こるのは明らか

です。 

過去最大の洪水流量である昭和 28（1953）年の 6・26 水害直後の検討でも、「白川は六・二六からみ

てもばく大な土砂を運搬することが予想されるから、ダムはすぐ砂で埋まる心配がありこれも難しい問

題だろう」（熊本大学理学部教授松本唯一氏）等の意見が多く出されています。 

今年も梅雨入り前、白川の水位は下がり、川底に大量にたまった土砂もあらわになりました。これらの

多くは、熊本地震で崩壊した立野峡谷から流れてきた大量の土砂や火山灰です。川底が上がった分、洪水

時の水位も上がることは明らかです。 

川を堤防で固定したからには、川底にたまった土砂は定期的に浚渫（しゅんせつ）すべきなのに、それ

を放置したままでは川底は上昇し、ますます「天井川」となってしまいます。危険な立野ダムを造る予算

があれば、早急に白川の川底をしゅんせつすべきです。 

2012 年 7 月の九州北部豪雨で浸水被害を受けたのは、未改修の場所だけでした。その後、河川改修が

進んだおかげで、九州北部豪雨クラスの大洪水が来ても白川はあふれません。同災害で死亡・行方不明と

なった 25 名の方々は全て阿蘇カルデラ内の土砂災害によるもので、立野ダムを造っても土砂災害を防ぐ

ことはできません。災害を防ぐために白川で今必要なことは、上流域では土砂災害対策（荒れた人工林の

間伐や阿蘇の草原の保全）や遊水地の整備、中流域では河川改修、下流域では川底にたまった火山灰の撤

去です。 

私たち住民はこれまで、立野ダム建設に関する公開質問状を９回にわたって提出しましたが、国交省は

一度も回答せず、ただホームページを読めとのことでした。ホームページに掲載された「回答」を読むと、

住民からの質問に対して論点をすり替え、国交省の主張が一方的に書いてあるだけです。また、一般住民

を対象とした立野ダム説明会は、何度も開催を要請されてきたにもかかわらず、国交省は一度も開催して

いません。よって以下の項目を申し入れます。 

 

記 

 

１． 白川の災害対策については、住民の意見を反映したものとし、熊本県民に危険をもたらす立野ダ

ム建設を即時中止すること。 

２． 白川の川底に大量に堆積している土砂や火山灰をしゅんせつし、河道の流下能力を高めること。 

３． 立野ダムに関し、これまで住民が提出してきた９通の公開質問状に対し、論点をすり替えてイン

ターネットに掲載するのではなく、地域ごとに説明会を開き、質問項目ごとに論点をすり替えずに

説明し、住民の不安や疑問を解消すること。 

以上 


